
6
 

、ヽ
ーノ石

挟
ん
で
「
御
屋
敷
」
と
呼
ば
れ

，
出（
 
る
居
館
推
定
地
が
存
在
す
る
。

て
い
る
。
山
側
に
は
入
佐
川
を

下
が
っ
た
水
田
部
分
に
位
置
し

城
跡
の
西
南
の
山
裾
か
ら
一
段

宗
家
の
居
城
で
あ
っ
た
此
隅
山

こ
の
う
ち
人
名
墨
書
土
師
器
皿
は
、
第
二
次
調
査
•
第
三
次
調
査
に
わ
た
っ

て
上
下
層
の
堀
よ
り
出
土
し
て
い
る
。
数
度
に
わ
た
っ
て
堀
に
投
棄
さ
れ
た
も

の
で
、
時
期
は
天
文
年
間
の
末
期
か
ら
永
禄
年
間
の
初
期
と
考
え
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
二

0
0
点
以
上
出
土
し
て
お
り
、

「
め
う
き
ん
」
「
め
う
か
う
」
「
め
う
し
ん
」
「
め
う
し
ゅ
ん
」
「
ほ
う
せ
い
」

宮
内
堀
脇
遺
跡
は
、
山
名
氏

の
概
要

7
 

は
S
D
五
0
0
一
と
呼
称
し
て
い
る
。

5
 
4
 
調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

第
二
次
調
査

九
九
七
年
――一月

第
三
次
調
査

西
口
圭
介

•

岡
本
一
秀

武
家
屋
敷
跡

・
水
田
跡

3

発
掘
機
関

兵
庫
県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

田
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

二
月

―
一
月
l
-

一
九
九
七
年
一

0
月
し
一
九
九
八
年

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

調
査
は
一
九
九
五
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
武
家
屋
敷
跡
に

第
二
次
•
第
一
一
一
次
調
査
に
お
い
て
は
弥
生
時
代
後
期
か
ら
幕
末
に
至
る
ま
で

の
遺
構

・
遺
物
を
検
出
し
た
が
、
主
な
も
の
は
前
年
度
に
引
き
続
き
、
此
隅
山

遺
構
で
は
前
年
度
の
調
査
区
か
ら
の
び
る
戦
国
時
代
の
堀
・
土
塁
・
礎
石
建

物
、
鎌
倉
時
代
の
水
田
畦
畔
、
平
安
時
代
の
人
形
や
斎
串
が
流
れ
込
ん
だ
水
田
、

弥
生
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
の
田
下
駄
や
加
工
材
が
多
量
に
入
っ
た
水

検
出
さ
れ
た
堀
は
一
本
で
あ
る
が
、
堆
積
に
よ
っ
て
大
き
く
二
時
期
に
分
け

ら
れ
、
上
層
を
第
二
次
調
査
で
は

S
D
八
0
0
1
、
第
三
次
調
査
で
は

S
D
四

0
0
一
と
呼
び
、
下
層
を
第
二
次
調
査
で
は

S
D
九
0
0
1
、
第
一
二
次
調
査
で

遺
物
で
は
、
木
簡
の
ほ
か
、
人
名
を
墨
書
し
た
多
量
の
土
師
器
皿
、
中
国
製

陶
磁
器
、
鍍
金
さ
れ
た
陶
器
片
、
鉄
砲
玉
、
金
鋼
装
の
小
柄
や
鉄
製
の
惣
先
な

ど
が
出
土
し
た
。
戦
国
期
よ
り
下
層
か
ら
は
祭
祀
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。

2

調
杏
期
間

一
九
九
六
年
（
平
8
)

そ
の
な
か
に
は
「
た
う
ゆ
ふ
」

城
の
武
家
屋
敷
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

1

所
在
地

兵
庫
県
出
石
郡
出
石
町
宮
内
字
堀
脇

み
や
う
ち
ほ
り
わ
き

兵
庫
•
宮
内
堀
脇
遺
跡

伴
う
礎
石
建
物

・
土
塁
・
堀
な
ど
を
検
出
し
て
い
る
。
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「そ
う
か
う
」
「そ
う
け
ん
」
「寿
け
い
」
「と
う
ひ
や
う

へ
」
「又
六
」
「と
ら

ち
よ
」
「
お
か
め
」
な
ど
三
〇
名
以
上
の
名
が
見
え
る
。
同
じ
宮
内
地
区
に
あ

る
総
持
寺
観
音
堂
の
本
尊
、
十

一
面
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
像
に
は
、
天
文
四

年

（
一
三
一一五
）
に
造
立
さ
れ
た
際
、
胎
内
に

「惣
持
寺
本
尊
造
立
勧
進
奉
加

帳
」
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
奉
加
帳
に
は
、
山
名
家
当
主
で
あ
る
山
名
祐
豊
か

ら
武
士

。
神
官

。
僧
侶

。
農
民
な
ど
幅
広
い
階
層
の
人
々
の
名
が
の
べ
一
五
〇

〇
名
以
上
も
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は

「道
祐
」
「妙
金
」
「妙
心
」

「妙
春
」
「藤
兵
衛
」
「又
六
」
「虎
千
代
」
「お
か
め
」
な
ど
の
名
が
見
え
る

（出
石
町

『出
石
町
史
第
三
巻

（資
料
編
Ｉ
と

一
九
八
七
年
）。
二
〇
年
程
の
時
間

の
開
き
が
あ
る
が
、
同
じ
宮
内
地
区
の
な
か
で
も
あ
り
、
墨
書
土
師
器
皿
の
人

名
と
同

一
人
の
可
能
性
は
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
墨
書
土
師
器

皿
は
追
善
供
養
に
伴

っ
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第
二
次
調
査

土
塁
内
側

ω
　
。
「帰
本
　
道
祐
禅
門
霊
位
　
」

名
天
文
十
三
年
七
月
十
三
日
」
　
　
　
　
　
　
いり授
⇔泉
『
冨

中
］
ｏ
×

Ｐ
ｏ
ｏ
×

］
　

ｏ
⇔
〕

(2)

写
～
もy雨

トキもγへ

ω
　
。
「銀
将
」

Ｌ
竪
行
」

土
塁
上

働

　

百
之
ひ
し
や
く

堀
Ｓ
Ｄ
九
〇
〇

一

(6)

もVサもyへ

― (2)

庁
ｏ
ｏ
×

中
卜
ω
×

］
　

ｏ
ω
〕

（
Ｐ
∞
ω
）
×
］
卜
×
牌
ｏ
　
ｏ
∞
】

∞
Ｐ
×

Ｎ
Ｎ
×

Ｐ
］
　

ｏ
Φ
Ｐ

Ｏ
ω
μ



堀
Ｓ
Ｄ
八
〇
〇

一

〔
し
ち
力
〕

⑦
　
。
「
＜
　
　
　
　
□
□
日
――
□

一
斗
□
□
　
　
　
　
　
」

〔
二
升
力
〕

名

＜
　

　

　

　

　

日

□

」

遺
構
外

〔廿
廿
力
〕

①

　

「　
日
□
□
□
九

三
□
五
六
七
八
」

０
　
。「（創碇
厩餓諺緒鶴焙継齢制餓酪

Ｌ

百

傘

　

南
元
阿
弥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（韻
×
伽葵
］
恩

鎌
倉
時
代
水
田
土
壊

⑩
　
　
「
（符
篠
）
戸
戸
婉
助
婉

〔酔
醜
ヵ
〕
　
　
　
　
　
（ＰＮ∞）×
卜伽
×
ω
ｏＰΦ

ω
ｌ
い
は
土
塁
の
内
側

（武
家
屋
敷
内
）
か
ら
の
出
上
で
あ
る
。

い
は
位
牌
で
あ
る
。
近
接
し
て
重
ね
ら
れ
た
土
師
器
皿
が
出
土
し
て
お
り
元

の
位
置
か
ら
は
動
い
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
土
坑
な
ど
の
埋
納
遺

構
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
白
木
製
で
、
圭
頭
状
の
頭
部
を
も
つ
札
型
牌
身
に

長
方
形
の
板
状
台
座
が
つ
く
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た

「道
祐
禅
門
」
は
人
名
墨
書

土
師
器
皿
に
あ
る

「た
ふ
ゆ
う
」
、
「惣
持
寺
本
尊
造
立
勧
進
奉
加
帳
」
に
あ
る

「道
祐
」
と
同

一
人
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
袴
狭
遺
跡
の
一
九
九
三

年
の
調
査
で
、
戦
国
時
代
の
仏
堂

（三
間
堂
跡
）
よ
り
出
土
し
た
卒
碁
婆
に
も

「道
祐
禅
門
」
と
あ
る

（本
誌
第
三
ハ号
）。

②
は
三
宝
の
脚
部
の
外
側
面
、
宝
珠
形
の
透
か
し
の
横
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

「
ほ
う
せ
い
」
の
墨
書
は
人
名
墨
書
土
師
器
皿
に
も
あ
る
。

③
は
折
敷
の
内
面
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

い
は
将
模
の
駒
で
あ
る
。
表
面
に
は

「銀
将
」
、
裏
面
に
は

「竪
行
」
の
墨

書
が
達
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。
裏
面
が

「竪
行
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「中
将

棋
」
の
銀
将
と
考
え
ら
れ
る
。

働
は
土
塁
上
よ
り
出
土
し
た
。
形
状
及
び
文
言
か
ら
み
て
杓
の
柄
に
記
さ
れ

た
可
能
性
が
高
い
。

⑤
は
折
敷
の
内
面
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
「そ
う
か
う
」
の
墨
書
は
人
名
墨

書
土
師
器
皿
に
も
あ
る
。

０
は
上
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
付
札
で
あ
る
。
他
端
は
丸
く
お
さ

め
て
い
る
。

①
は
堀
の
外
側
の
一
六
世
紀
後
半
の
水
田
土
壌
よ
り
出
土
し
た
。
①
は
堀
の

外
側
の
一
六
世
紀
中
頃
の
水
田
土
壊
よ
り
出
土
し
た
卒
塔
婆
で
あ
る
。
⑩
は
呪

符
木
簡
で
あ
る
。

一
一　
第
三
次
調
査

堀
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
一

｝
Φ
∞
×
］
Φ
×
り
　
ｏ
∞
ω

∞
∞
ω
×

ヽ
Φ
×

∽
　

ｏ
牌
】
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(参考 墨書土師器皿) (木簡は赤外線画像)



⑪

　

「過
去
有
仏
号
威
音
王
神
×

堀
Ｓ
Ｄ
五
〇
〇
一

②

　

「肝

（
ヽ

じ

×
ω
『
×
Ｐ

頓
　
ｏ
お

含

］
ｅ

×

］
⇔
∞
×

∞
　

Φ
盆

（
ｏ
ｏ
）
×

含
ｏ
∞
）
×
″

い
　
Φ
ω
滓

⑪
は
堀
Ｑ
肩
部
よ
り
人
名
墨
書
土
師
器
皿
と
と
も
に
出
土
し
た
。
柿
経
の
一

部
で
あ
る
。
『妙
法
蓮
華
経
』
常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十

（『大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第

九
巻
五
一
頁
）
の
文
言
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
け
は
堀
中
よ
り
人
名
墨
書
土
師
器
皿
と
共
に
出
土
し
た
。
②
は
折
敷
の
底

板
で
あ
る
。
外
面
中
央
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
①
は
三
宝
で
あ
る
。
脚
部
の
外

側
面
、
宝
珠
形
の
透
か
し
の
横
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
舘
野
和
己
氏

。
吉
川

聡
氏

・
馬
場
基
氏
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
の
小
林
基
仲
氏
の
ご
教
示
を
い
た

だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

兵
庫
県
教
育
委
員
会

『ひ
ょ
う
ご
の
遺
跡
』
二

一
（
一
九
九
六
年
）

同

『平
成
八
年
度
　
年
報
』
盆
九
九
六
年
）

同

『平
成
九
年
度
　
年
報
』
盆

九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
（西
口
圭
介
）

(3)

ラ尋う対




